
飛鳥稲淵宮殿跡（高市郡明日香村）
　　　　あすかいなぶちきゅうでんあと

　　ここは祝戸地区にある国営飛鳥歴史公園/ここに７世紀中頃以降に造営された宮殿跡である飛鳥稲淵宮殿跡が所在する



飛鳥の石遺物の一つ「マラ石」がある





　　公園内を進むと、このエリアが飛鳥稲淵宮殿跡のようだ/標柱や説明坂がある



　　　　　　「史跡　飛鳥稲淵宮殿跡」と記された標柱



　ああすかかわべのかりみや

大化の改新後、中大兄皇子(後の天智天皇)が難波の宮から飛鳥の地に戻って来た際に、一時期住んだと言われている飛鳥川辺行宮の有力な
候補地となっている/７世紀中頃に造営され、７世紀末前後には火災により廃絶したと云う



　北東側からそのエリアを見たところ



　左手を見ると飛鳥川が流れている
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